
  

〈主催・お問い合わせ〉 

静岡県立大学グローバル地域センター 

グローバル地域センターのホームページにもご案内を掲載しております。 

Tel: 054-245-5600 

Fax: 054-245-5603 

E-mail: glc@u-shizuoka-ken.ac.jp 

http://global-center.jp 

〒４２０－０８３９ 

静岡市葵区鷹匠３－６－１ もくせい会館２階 

平成 27 年 2 月 27 日（金）13 時 20 分～17 時 30 分（開場 12 時 40 分） 

静岡県立大学 谷田キャンパス 一般教育棟 ２１０３講義室 

中国は法治国家になれるか－新たな日中関係の展望 
中国は、経済は世界二番目にまで成長したが、法治国家になっていない。2014 年、習近平国家主席は法に

よる統治を進めると国民に公約し、国民から支持されている。習近平政権が誕生してから大規模な腐敗撲滅キ

ャンペーンが繰り広げられている。特に、共産党中央政治局常務委員の周永康氏と重慶市共産党書記の薄煕来

氏は党の規律および法に違反したとして逮捕され、薄煕来氏については無期懲役刑が宣告された。両氏は現役

のとき、法を無視して自らの意に従わない共産党幹部や企業経営者、知識人を多数投獄した。習近平政権の反

腐敗キャンペーンは法治国家構築を意味するものだろうか。 

 中国は市場経済の構築を進めているが、市場経済にとり、人治はいわば天敵のようなものである。今まで、

共産党が法を凌駕してきたから法による統治は確立していない。共産党が法による統治を国民と同じように受

けなければ、中国は法治国家になれない。習近平国家主席は法治の構築を公約しているが、共産党と法治の関

係をどのように定義しているのだろうか。 

 今回、中国の法学者 北京大学の賀衛方教授をお招きして、法治国家構築のための中国の司法改革について

講演していただく。 

なお、中国が法治国家になれなければ、日中関係の改善も難しい。賀衛方教授の講演を受けて、グローバル

地域センター特任教授の柯隆が、新たな日中関係の展望をテーマとして報告を行う。 

 

参加無料（要・事前申込） 

プログラム 

日   時 

※日中逐次通訳を行います。 

会   場 

13：20～13：30   開会挨拶 

竹内 宏（グローバル地域センター センター長） 

13：30～15：30  『中国における司法制度の改革と法治国家の構築』                

賀 衛方（北京大学法学院教授） 

15：30～15：45   休憩 

15：45～16：45  『日中関係の新たな動きと展望』 

柯 隆（グローバル地域センター 特任教授） 

16：45～17：30   質疑応答 

 

〈敬称略〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名 

フリガナ 

 

会社名・団体名  

住 所 

〒 

ご勤務先 ・ ご自宅 

電話番号   F A X 番 号  

E-mail アドレス  

会場アクセス 

住 所：〒422－8526 

静岡市駿河区谷田５２－１ 

徒歩の場合：ＪＲ「草薙駅」または静岡鉄道「草薙駅」 

「県立美術館前」下車、上り坂徒歩１５分 

バスの場合：ＪＲ「草薙駅」前より静鉄バス「三保草薙線」 

「草薙団地行」へ乗車３分、「県立大学前」下車 

下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、2 月 25 日（水）までに、FAX または郵送にて「グローバル地域センター」までお送りく

ださい。ホームページからもお申込みいただけます。なお、定員となり次第、締め切ります。（当センターからの参加確認書等の返

送はありません。） 

〈FAX・郵送先〉 

〒420－0839 静岡市葵区鷹匠３－６－１ もくせい会館２階 静岡県立大学グローバル地域センター 

TEL: 054-245-5600      FAX: 054-245-5603     http://global-center.jp/     E-mail: glc@u-shizuoka-ken.ac.jp 

〇をお付け下さい。 

柯 隆（静岡県立大学グローバル地域センター特任教授、(株)富士通総研主席研究員） 

賀 衛方（北京大学法学院教授・司法研究センター長） 

中国南京市出身。1994 年、名古屋大学修士（経済学）。中国経済・金融を専門とする日本の代表的エコノミスト。分

析力に定評があり、日本、中国、アメリカ等国内外で執筆・講演活動を行うほか、財務省外国為替審議会委員、財務

省中国研究会委員等を務める。著書に、『中国の不良債権問題』、『暴走する中国経済』ほか。 

 

1985 年、中国政法大学修士（法学）。1995 年から北京大学法学院で教鞭を執り、ハーバード大学客員教授も務める。

中国外国法制史学会副会長、中国法学会比較法学研究会副会長も務めながら、「公共知識人」として、法治国家建設推

進のため積極的に発言し、社会貢献を行う。著書に、『外国法制史』、『司法の理念と制度』、『正義を運ぶ方式』、『具体

的な法治』など多数。 

 

〈敬称略〉 講師プロフィール 

＊ご記入いただきました個人情報につきましては、静岡県立大学グローバル地域センターが開催する講演会のご案内にのみ使用いたします。 


